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２０２３年 「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」 を発表します 
 

「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」は、県議会の活動内容を広く

発信することで県民の皆さんに県議会への関心を持っていただくとともに、参加

意識を高めていただけるよう、県議会のホームページやｅ‐モニター等を活用して

毎年選定・発表しているものです。   

 この度、２０２３年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」として以

下の取組を選定しました。 
 

【開かれた議会運営の実現】 

○ 県民の皆さんの意見を国会や内閣総理大臣、知事等に届けています 

《請願１８件、要望２３件を受け付け》 

 ○ より分かりやすい議会情報の提供のため、ハード・ソフトの両面で改善に取

り組んでいます 

 《議事堂の設備の改修、議会広報紙の改善など》 

○ 次代を担う若者たちの参画に取り組んでいます 

《「みえ県議会出前講座」、「みえ現場ｄｅ県議会」など》 
 
【住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進】 

○ 物価高騰等に対する支援を１日でも早くお届けできるよう取り組みました 

《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提出の必要性を指摘」》 

○ 子どもや障がい者への虐待を許さないために全力で取り組んでいます 

《連続して発生した虐待事案等を受けて》 

 ○ 県民生活の向上等に向けて、今後の県政運営に関する意見をとりまとめ、知

事に申し入れました 

《関係部局の令和４年度の政策を評価し、今後の県政運営への意見を表明》 
 
【独自の政策提言と政策立案の強化】 

○ 県内の食料自給率の向上に向けて議論を開始しました  

《食料自給総合対策調査特別委員会を設置》 

○ 子どもに一層寄り添った政策の立案に取り組んでいます  

《子どもに関する政策討論会議を設置》 

○ 再生可能エネルギーの導入に関する課題を、県民目線に立って解決するため

議論を開始しました  

《再生可能エネルギーに関する検討会を設置》 
 
【その他】 

○ 地方分権の推進に資する人材の育成等のためにインターンシップ実習生を

受け入れました  

《三重県議会の各種取組も発信》 

発表事項 1 

２ 

令和５年１２月２５日 
連  絡  先 

議会事務局 企画法務課 企画広聴班 

担当者: 西山、加藤 

電 話: 059-224-2877  FAX: 059-229-1931 
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＜選定方法＞ 

１．「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」の候補として２０項目（自由記載を

除く）をリストアップ 

 

２．次の方法により投票を実施（投票期間：令和５年１１月１０日～１２月８日） 

・県議会ホームページからの県民投票 

・県議会傍聴者による投票 

・ｅ－モニターによる投票  

・県議会議員による投票 

 

３．正副議長が投票の結果を参考にベスト１０を選定 



得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率

　 1
県民の皆さんの意見を国会や内閣総理大臣、知事等に届けています
《請願１８件、要望２３件を受け付け》

● 395 51 31.7% 326 32.6% 18 36.7%

2
より分かりやすい議会情報の提供のため、ハード・ソフトの両面で改善に取り組んでい
ます
《議事堂の設備の改修、議会広報紙の改善など》

● 204 47 29.2% 147 14.7% 10 20.4%

　 3
次代を担う若者たちの参画に取り組んでいます
《「みえ県議会出前講座」、「みえ現場ｄｅ県議会」など》

● 335 82 50.9% 225 22.5% 28 57.1%

　 4
物価高騰等に対する支援を１日でも早くお届けできるよう取り組みました
《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提出の必要性を指摘」》

● 485 60 37.3% 394 39.4% 31 63.3%

　 5
子どもや障がい者への虐待を許さないために全力で取り組んでいます
《連続して発生した虐待事案等を受けて》

● 370 64 39.8% 280 28.0% 26 53.1%

　 6
県民生活の向上等に向けて、今後の県政運営に関する意見をとりまとめ、知事に申し
入れました
《関係部局の令和４年度の政策を評価し、今後の県政運営への意見を表明》

● 211 21 13.0% 179 17.9% 11 22.4%

　 7
花とみどりで心豊かな県民生活を実現するための役割等を定めました
《議員提出条例の「花とみどりの三重づくり条例」が成立》

203 40 24.8% 143 14.3% 20 40.8%

　 8
県内の食料自給率の向上に向けて議論を開始しました
《食料自給総合対策調査特別委員会を設置》

● 304 36 22.4% 240 24.0% 28 57.1%

　 9
子どもに一層寄り添った政策の立案に取り組んでいます
《子どもに関する政策討論会議を設置》

● 333 71 44.1% 227 22.7% 35 71.4%

　 10
再生可能エネルギーの導入に関する課題を、県民目線に立って解決するため議論を
開始しました
《再生可能エネルギーに関する検討会を設置》

● 281 34 21.1% 218 21.8% 29 59.2%

11
三重県議会初のオンラインを活用した参考人招致を実施しました
《令和４年９月に改正した委員会条例に基づいて》

107 39 24.2% 48 4.8% 20 40.8%

12
県政の重要課題の解決に向けて議員勉強会を開催しました　《「三重の魅力を生かし
た、これからの観光振興」をテーマに議員間の共通認識を醸成》

97 20 12.4% 62 6.2% 15 30.6%

　 13
県内市町議会と力をあわせ、県内産業の振興に取り組みました
《市町議会とともに国に要望、議員勉強会に県内市町議会議員も参加》

203 30 18.6% 154 15.4% 19 38.8%

14
紀伊半島三県議会交流会議で、三県共通の課題の解決に向けて取り組みました
《熊野古道世界遺産登録２０周年を契機とした観光振興等を国に要望》

101 21 13.0% 73 7.3% 7 14.3%

15
多様な人材の議会参画等に向け、本県議会の取り組みを他の都道府県議会に発信し
ています
《本県の提案で全国都道府県議会議長会に懇談会設置へ》

100 22 13.7% 72 7.2% 6 12.2%

16
個人情報の適正な取り扱いを確保するため「三重県議会個人情報保護条例」を制定し
ました
《個人情報保護法の改正を受けて議会独自の条例を制定》

181 31 19.3% 145 14.5% 5 10.2%

17
前４年間の成果等を踏まえて第３期議会活動計画を策定しました
《「第２期計画の取り組みを従来より客観的に検証」、「今任期４年間の主な取り組みと
評価の仕組みを決定」》

75 22 13.7% 37 3.7% 16 32.7%

18
新しい議長・副議長のもと議会活動をスタートしました
《幅広い世代で構成、女性議員の割合は過去最高》

132 36 22.4% 83 8.3% 13 26.5%

19
交流の再開に向けて議長がブラジルを訪問しました
《サンパウロ州との姉妹提携５０周年交流事業に参加》

56 17 10.6% 31 3.1% 8 16.3%

　 20
地方分権の推進に資する人材の育成等のためにインターンシップ実習生を受け入れま
した
《三重県議会の各種取組も発信》

● 257 61 37.9% 185 18.5% 11 22.4%

21 その他 6 1 0.6% 2 0.2% 3 6.1%

4,436 806 3,271 359

1209
（1028）

161
（115）

※ 1000
（864）

48
（49）

は各区分の上位１０項目 　●は「ベスト１０」に選定したもの

( 　　  )　は前年の投票者数

※ＨＰ閲覧者の投票者数：146人（昨年：100人）

※傍聴者の投票者数：15人（昨年：15人）

投票者数

２０２３年　「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」の投票結果

№ 項　　目
ベスト
１０

総
得票数

内　訳

ＨＰ閲覧者・傍聴者 ｅ－モニター 議　員

得票総数

 ３
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【参考】 

（２０２２年）「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」 

 

【開かれた議会運営の実現】 

○「楽しい伊勢茶体験会」を開催 

 《議事堂エントランスホールで伊勢茶振興》 

○ 議場内で雅楽の演奏会を実施 

 《コロナ禍で失われた発表の場として》 

○ 第４回「みえ高校生県議会」を開催 

 《８校２６名の高校生が参加》 

 

【住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進】 

○「強じんな美し国ビジョンみえ」および「みえ元気プラン」の最終案に関し申し入 

《正副議長、全常任委員長から知事へ》 

 

【独自の政策提言と政策立案の強化】 

○「スマート議会の在り方検討プロジェクト会議」で検討を継続 

《議会のスマート化に向けて検討》 

○「三重県議会議員の政治倫理に関する検討プロジェクト会議」で検討を継続 

 《条例の改正と逐条解説の作成を検討》 

○ ロシアによるウクライナ侵攻に厳重に抗議する決議を全会一致で可決 

 《三重県議会の考えを発信》 

○ 議員提出条例として「差別を解消し、人権が尊重される三重をつくる条例」を可決 

 《不当な差別等の禁止を明記し、その解消のための体制や施策を規定》 

○ オンラインを活用した会議の試行を開始 

《オンライン会議のノウハウの蓄積に向けて》 

 

【その他】 

○ 議員のＳＮＳ上での書き込みに関する正副議長声明を発表 

《議員一人一人の更なる意識高揚に向けて》 
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２０２３年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」（概要） 

 

                             

～開かれた議会運営の実現～ 
 

１月～ 

① 県民の皆さんの意見を国会や内閣総理大臣、知事等に届けています 

《請願１８件、要望２３件を受け付け》 

（注）２０２３年１月～１０月末に受け付けた件数です 

 県民の皆さんの思いがこめられた請願１８件、要

望２３件をしっかりと受け止め、所管の常任委員会

で審議するなどしています。 

 本会議で採択した請願は、衆参両議院議長や内閣

総理大臣等に対して意見書を提出するとともに、実

現に向けて県選出国会議員に協力を要請するなどし

ています。 

また、県政に関するものについては、議会活動のさ

まざまな場面で、知事や関係部局長等に直接提案・議

論し、その後には、どのように取り組んだのか報告

を求めるなどしています。 

 

 

さまざまな団体からの 

要望を受理しています 

 
 

２月～ 
② より分かりやすい議会情報の提供のため、ハード・ソフトの両面で改

善に取り組んでいます《議事堂の設備の改修、議会広報紙の改善など》 

 議事堂内の会議開催表示盤の改修（２月）、議場内

のスクリーンや音響設備の改修（９月）など、より便

利で傍聴に適した環境を整備しました。 

 また、会議録検索システムに委員会の会議録を加

え（８月）、議会情報の公開を一層推進しました。 

 

また、広聴広報会議には２０～６０歳代の議員が

参画し、「みえ県議会だより」や「みえ県議会新聞」

について、デザインの変更やイラストの一層の活用

等により、幅広い世代の方に関心を持っていただけ

るよう、改善を進めています。 

  

 

議場のスクリーンを 

240インチに大型化 

 

  

別紙 
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１０月 

１１月 

③ 次代を担う若者たちの参画に取り組んでいます 

《「みえ県議会出前講座」、「みえ現場ｄｅ県議会」など》 

 個性豊かで活力に満ちた持続可能な地域社会に

は、多様な人材、とりわけ次代を担う若者の参画が重

要です。 

 このため、広聴広報会議（座長：副議長）では、議

員が現地に伺う形の広聴広報活動に取り組んでお

り、１０月、主権者教育の一環として小学校で出前

講座を実施しました。また、１１月２１日には、若者

の地域づくりへの参画等をテーマに２９歳以下の若

者と意見交換を行う「みえ現場ｄｅ県議会」を開催

します。 

  

 

出前講座の様子 

 

 

 

～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～ 

 

２月 

１０月 

④ 物価高騰等に対する支援を１日でも早くお届けできるよう取り組み

ました 

 《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提出の必要性を指摘」》 

２月、物価高騰等に係る事業者支援が速やかに実

施されるよう、提出された補正予算についての審議

スケジュールを前倒して、約３週間早く議決しまし

た。 

また、９月定例月会議では、先に措置した物価高騰

対策の期限切れが迫る中、これらの継続や追加の対

策に必要な補正予算が提出されなかったため、速や

かな提出を強く求めました。その結果、定例月会議最

終日に補正予算が提出されましたので、１１月定例

月会議の前に緊急会議を開催（１０月）し、約１カ月

早く議決しました。 

 

 

採決の様子 
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６月～ 
⑤ 子どもや障がい者への虐待を許さないために全力で取り組んでいま

す 《連続して発生した虐待事案等を受けて》 

 児童相談所が関与していた児童の死亡事案や、桑

名市のこども園や三重県いなば園における虐待事案

等の発生を受け、全員協議会や所管の常任委員会等

において、関係部局の対応の問題点を指摘し、迅速

かつ確実に改善を行うよう強く求めました。 

 議会としては、このような事案を２度と生じさせ

ないとの強い決意のもと、引き続き、関係部局の調

査・検討や再発防止の取り組みについて監視・評価す

るとともに、足らざる取り組みの実施を提案してい

きます。 

 

 

児童死亡事案を受けて議長が 

議会の決意を表明（本会議場） 

 

 

常任委員長から再発防止に 

向けた対応を強く要望 

 

 

８月 

⑥ 県民生活の向上等に向けて、今後の県政運営に関する意見をとりまと

め、知事に申し入れました 《関係部局の令和４年度の政策を評価し、

今後の県政運営への意見を表明》 

予算決算常任委員会および各行政部門別常任委員

会では、関係部局が令和４年度に取り組んだ成果や

課題、今後の取組方向をとりまとめた「令和５年版県

政レポート」（案）について詳細に調査・議論しまし

た。 

これらを踏まえ、８月１日、予算決算常任委員長を

はじめ各委員長が、知事に対して、実効性のある人口

減少対策の推進や、持続可能で健全な財政運営の確

保を求めるとともに、各施策に対する意見を述べ、令

和６年度の行政展開方針や当初予算編成に反映させ

るよう申し入れました。 

 

 

知事への申し入れ 
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 ～独自の政策提言と政策立案の強化～ 
 

５月 
⑦ 県内の食料自給率の向上に向けて議論を開始しました 

 《食料自給総合対策調査特別委員会を設置》 

 日本の食料自給率はカロリーベースで３８％と先

進国の中で最低水準です。また、世界では不安定な国

際情勢に加え人口増大、地球温暖化に伴う異常気象

の頻発等、食料需給を巡るリスクが高まっています。 

これらの状況を踏まえ、今後の県内の食料自給率

の向上に向けて調査するため、５月に「食料自給総合

対策調査特別委員会」を設置しました。 

 これまでに関係者や有識者からの意見聴取、県の

取り組みの聴き取り、地産地消の優良事例の現地調

査などを行いました。 

 今後も、食料の安定供給に向けて、しっかりと調

査・議論を進めます。 

 

 

現地調査の様子 

 

 

６月 
⑧ 子どもに一層寄り添った政策の立案に取り組んでいます 

 《子どもに関する政策討論会議を設置》 

 子どもを取り巻く厳しい環境に対し、子どもに寄

り添った政策立案及び政策提言を行うため、６月に、

議長を座長、副議長を副座長とする政策討論会議を

設置し、議論を開始しました。 

 新型コロナウイルス感染症が子どもたちに与えた

影響や、子どもの貧困の現状を調査するとともに、関

係者や有識者からの意見聴取を行い、必要な政策の

立案・提言に向けて議論を行っています。 

 

 

会議の様子 
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６月 

⑨ 再生可能エネルギーの導入に関する課題を、県民目線に立って解決す

るため議論を開始しました 

 《再生可能エネルギーに関する検討会を設置》 

 再生可能エネルギーの現状と課題について実態を

把握し、県民の目線に立った課題解決を図るため、 

６月に、「再生可能エネルギーに関する検討会」を設

置し、調査・検討を開始しました。 

太陽光発電や洋上風力発電等の再生可能エネルギ

ーについて、さまざまな観点から関係部局や有識者

からの意見聴取を行い、課題の整理や解決方法を検

討しています。 

 

 

会議の様子 

 

 

 

～その他～ 
 

９月 
⑩ 地方分権の推進に資する人材の育成等のためにインターンシップ実

習生を受け入れました 《三重県議会の各種取組も発信》 

 ９月、京都大学大学院の学生を実習生として受け

入れ、講義や会議の傍聴などを通じて本県議会のさ

まざまな取り組みに対する理解を深めていただきま

した。 

 なお、本県議会の取り組みを実習生や同大学院に

おける今後の研究に生かしてもらえるよう、実習期

間中には全会派の議員との対話・交流の機会を設け

る等の取り組みも実施しました。 

 

 

議員を前に実習成果を報告 
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